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　　　　　　　　　　アメリカ聾教育における

　　　トータル・コミュニケー一ションの展開（8）

一一メリーランド聾学校における実践の開始

草薙　進郎

　アメリカ聾教育において，1969年にメリーランド州立聾学校が，聾学校としては初めて，トータル・コミュ

ニケーションを採用し，その実践を開始した。1960年前後の同校は，典型的な併用方式による公立寄宿制聾学

校で，後の革新的なトータル・コミュニケーションの開始を予測させるような特徴はみられなかった。1967年

に至って，ノースカロライナ聾学校から，Denton，D．M．が校長として着任した。Denton校長は，聾児のコミュ

ニケーションの問題に大きな関心をもっており，自己の理論を実践化する機会をえた。同校のトータル・コミュ

ニケーションの計画と実践の発展に果した，Denton校長の業績は高く評価されているが，Kent主事を初めと

する多くの職員の全面的協力も見逃せない。本稿は，メリーランド校におけるトータル・コミュニケーション

の（1）開始までの経緯（2）採用の意図（3）定義（4）基本原理（5）実践の成果について，明らかにした。

キーワード：トータル・コミュニケーション メリーランド聾学校 デントン　　手話　　口話法

　1序　言
　トータル・コミュニケーションを聾学校教育の

中に最初に導入し，その実践を開始したのは，メー

リンド州立聾学校である。1968年のHO1comb，R．

指導主事による，カリフォルニアのサンタ・アナ

学区のトータル・コミュニケーションの台頭を受

けて，1年後の1969年にメリーランド校がその実

践を開始した。

　校長Dent㎝．M．D．の指導による，同校の実践

は，トータル・コミュニヶ一ション展開の先駆的

役割を果したものとして，高く評価されている。

同校のトータル・コミュニケーションの実践開始

までの経緯と実践の基本原理，方式とその成果を

明らかにすることは，トータル・コミュニケー

ション台頭の要因を考察していく前提として，不

可欠であるばかりでなく，ユ970年以降のアメリカ

聾教育におけるトータル・コミュニケーションの

展開を検討していく上で，研究上重要な基点とな

る。

　本稿は，校長Dentonの指導による，メリーラ

ンド州立聾学校における，トータル・コミュニ

ケーションを取り上げ，

　（1）　メリーランド校が，どのような経緯で，

トータル・コミュニケーションを導入し，採用す

るに至ったか，

　（2）　メリーランド校のトータル・コミュニ

ケーションの原理，方式，その成果は，どのよう

なものであったか，を解明することを目的として

いる。

　ここで用いている文献は，ギャローデット大学

図書館より収集したもの，およびメリーランド聾

学校より入手したものが主である。なお，1985年

7月のDenton校長の来日の折に，直接氏より有

益な意見を聴取することができた。

　2－1955年当時のメリーランド聾学校のコ

　　　ミュニケーション方法

　メリーランド聾学校のコミュニケーションにか

かわる教育方法が，トータル・コミュニケーショ

ン開始前の1955年当時，いかなるものであったか

を示すものとして，興味ある論争がみられる1）。

　この論争は，1955年6月8日のボルチモア・イ
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ブニング・サン紙上に，F1eeetwood，E．がジョン・

ホプキンス病院の聴覚言語センター長のHardy，

W．G．によるメリーランド聾学校批判を「聾学校

における方法の危機」と題して紹介した記事に，

発端がある。Fleetwoodは，Hardyの発言として，

次のような内容を紹介している。

　メリーランド聾学校の教育実践は，近代的技術

に照らしてみると，全く不十分で，今日40年も遅

れている。学校を卒業した者で，健聴者と知的会

話のできる者は，ほとんどいない。その欠点は，

スピーチがクラス内だけで教えられているという

事実にある。クラス外の時間は，教師，生徒が，

手話言語，または手指アルファベットで会話する。

子どもがスピーチと聴覚を活用して，有益な生活

を送るには，全く手話を排除した音の世界に一貫

して住まねばならない。併用法学校の多くの教師

は，ギャローデット大学の教員養成課程の出身者

である。同大学は，在学する学生を口話で教える

ことに極度に反対している。過去，ギャローデッ

ト大学は，全米の州立聾学校の管理者の任命に関

係して，影響をもってきた。

　このような，Hardyの批判に対して，メリーラ

ンド校の教育実践を弁護して，Moy1an，C．E。（同

校の管理委員会委員長）は，同じボルティモア・

イブニング・サン紙上（6月ユO日付）に次のよう

な反論を行っている。

　メリーランド校は，近代的技術を採用しつつ，

「併用法」による教育方法を実践している。ある

子は，口話法で，大きな利益をうるが，多くは，

この方法のみでは，十分に教育されえないという

ことは明白である。Fusfe1d，I．S．博士が行った聾

学校の全国調査によれば，メリーランド校は優れ

た学校の一つであると評価された。卒業生の能力

の限界に関する批判は事実に反している。

　同じく，当時のメリーランド聾学校長Bjorlee．

I．は，フレデリック・ニューズで，次のような反

論を行っている。

　本校は，現在，リズム訓練，歌唱を行ない，そ

れが，スピーチに有効であることを明らかにして

いる。また，すでにユ930年には，集団補聴器を設

置し，現在97児がクラスでそれを使用している。

聾児は，聴力損失の程度や知能の面でいろいろな

差異があり，我々が併用法を用いているのは，子

どもに方法を適合させているからである。

　このほか，ギャローデット大学の学長E1stad，

L．も同じく，フレデリック・ニューズにおいて，

同大学への批判に対して，「ハーディ博士は，ほ’

とんど情報を知らずに発言しており，その内容は

理解に苦しむものである。」と批判している。

　さて，この論争は，Fleetwoodの紹介による，

Hardyのメリーランド校批判に対して，メリーラ

ンド校側の反論という形で行われたものである。

FIeetwoodによって，Hardyの発言が正しく伝え

られているものとすれば，E1stad学長も言うよう

に，Harkyの批判は」晴報不足，誤解，独断に満ち

ていると評価されても止むをえないだろう。ここ

では，論争の正否よりも，はからずも，こうした

論争の中で浮きぼりにされた，ユ955年当時のメ

リーランド校のコミュニケーション方法の状況に

ついて明らかにしておく必要がある。

　反論の内容からみて，同校は典型的な公立寄宿

制聾学校であり，優れた聾学校の一つであったと

言ってよいだろう。他の公立寄宿制聾学校がそう

であるように，併用方式を採用している。当時の

併用校は，口話クラスのほかに，手指クラス（指

文字と口話の併用）を設けており，クラスでの授

業時間以外では，両クラスとも，子どもの手話の

使用については寛容であるのが，併用校の一般的

傾向である。メリーランド校は，手指使用のみに

力点を置いているのではなく，校長の言にみられ

るように，聴能訓練，スピーチ，読話に力を入れ，

口話成績も向上していると言ってよいだろう。

　さて，この論争のほかに，トータル・コミュニ

ケーション開始前のメリーランド校の状況を知る

ものとして，同校のKent，M．S．の記述による，二

つの論文がある。Kentは，後に同校のトータル・

コミュニケーションの発展に重要な役割を果した

女性教師である。1つは「寄宿制聾学校入学児の

入学許可に関する管理上の手続」（ユ959）2〕であり，

他は両親向けの情報として記述した「聾幼児の言

語」（ユ960）3）である。両者とも，幼児段階の内

容を取り扱ったものである。前者は，入学児の言

語能力の評価の重要性を指摘し，コミュニケー

ション・メディアとして，読話，聴能，読みをあ

げているが，手指コミュニケーションについては

何もふれていない。後者は，言語発達における両

親の役割を強調し，この面での両親の役割として，

4項目ほど提言しているが，それは，口話コミュ

ニケーションを基盤とした記述となっている。

　こうした資料からみる限り，トータル・コミュ
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ニケーション開始前のユ960年前後メリーランド校

の状況は，とりたてて，後のトータル・コミュニ

ケーションの採用，開始を予測させるような特徴

は見当らない。．むしろ，ユ958年より指文字を幼埠

より導入した実践が，ニュー・メキシコ聾学校で

開始され，さらにルイジアナ校，フロリダ校など

が，1960年代に入って先駆的実践を開始している

状況の中で，メリーランド校にはとくに，そのよ

うな動向のみられないことが指摘される。4）

　3．卜一タル・コミュニケーション開始まで

　　　の経緯

　同校のトータル・コミュニケーションの実践開

始とその後の発展に大きな貢献を果した（現在も

果しつつある）のは，校長のDentonであり，そ

の業績は，アメリカのみならず，国外でも高く評

価されている。

　Otti㎎er，P．J．は，Dentonがメリーランド校で

「責任をもってきた改革の中で，第1のものは，

有効な概念としてトータル・コミュニケーション

を実施し，発展させたことである。聾児の学業成

績と言語発達の改善のために，最も適切な手段と

して，それをメリーランド聾学校が採用したこと

は，この専門分野の歴史におけるランドマークで

ある。」と評価している5）

　Dentonは，ユ960年にルノワール・リネ大学を

特殊教育を主専攻として卒業し，ノース・カロナ

イナ聾学校に就職している。その教育活動の初期

より，聾教育におけるコミュニケーションの問題

に関心をもっていた。I961年2月から1962年9月

まで，サン・フェルナンド・バーレー大学（後の

ノースリッジ校）の「聾指導者養成プログラム」

に在学して，「管理学」について学んでいる。彼

は最初のクラスを教えた時から，子どもと教師の

関係の基礎は，自由な，容易な，相互に理解され

る，コミュニケーションにあることに着目してい

た。とくに，彼は，生徒主事として，生徒たちと

．密着して生活しなければならなかったとき，この

感想を強くもち，教育を進めるうちに，その確信

はますます強固となった。彼は，同校の教頭になっ

たとき，全校的に，ロチェスター法を導入，採用

し，そのプログラムの発展を成功に導いている

　（ユ965年）。しかし，指文字が必ずしも，聾幼児

の言語発達，知的開発，杜会性の発達等の解決策

でないことを感じつつ，1967年にメリーランド聾

学校長に就任した。

　ここに，Dentonは，自分の新しい理論を発展

させる機会をえたが，同校では，Kent，M，S．主

事とKrit・，K．副主事らが，新しい計画，実践に

全面的に協力した。6）

　メリーランド校のトータル・コミュニケーショ

ンを呼称した実践の開始は，公式的には1969年秋

と言われているが，実質的には，すでに1968年夏

の同校の「就学前・両親カウンセング・センター」

（フレデリック）の設立と，その活動開始にその

原型をみることができる。

　Dentonは，ユ969年3月11日の「聾に関する両

親セミナー」（キリスト統一メソジスト聾者教会

主催）において，同校の就学前・両親カウンセリン

グ・センターについて，次のように述べている。7〕

　メリーランド聾学校が，変化しつつある役割に

適応し，その責任を広く果すための努力をしてい

く上で，基礎をおくべき基本的な原理がいくつか

ある。第1に，子どもが正常な発達を達成するた

めには，明確に理解でき，意味のあるコミュニケー

ション方式が絶対に必要であると信じる。第2に，

学校は自由なコミュニケーションを開始し，維持

する。そして，地域の成人聾者および両親たちと

自由な対話をすることが望ましいのみならず，必

要であると考えられる。

　現在，このカウンセリング・センターにおいて，

就学前聾児の23家族を援助している。我々の第ユ

の目的は，親子の相互交渉を用意することによっ

て，幼児と両親の間の意味あるコミュニケーショ

ンを開始させ，「聾児」についての理解と家族関

係の改善をもたらすことにより，子どものための

より早い，より満足のいく教育のスタートを実現

することを試みることである。両親は，口話と同

様に，手指コミュニケーション法を使用すること

を励まされる。事実，我々はコミュニケーション

の方法に関するプレッシャを，同時に解決するこ

とを試みてきた。このプログラムは，自由なコミュ

ニケーションの概念に基礎をおく。その結果，望

ましい進歩が生み出されつつある。家族関係はさ

らに改善され，真のコミュニケーションが進展し

ている。この種の就学前の関与は，この子らの将

来の教育計画のための準備を与えると，我々は信

じている。

　さて，このような内容から聾幼児と両親，教師

などとの明確な，意味ある，自由なコミュニケー
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ションの成立を目的として，口話と手指によるコ

ミュニケーションの方法を採用し，その使用を奨

励していることがわかる。Dent㎝のいう，手指

コミュニケーションは，当然，指文字のみならず，

手話言語も含んでおり，その意味では，1968年秋

にスタートした，ホルコムのサンタ・アナ学区の

トータル・コミュニケーションの実践と，実質的

には同一のものと考えることができる。ほぼ同じ

時期に，聾幼児に，手話言語を含むあらゆるコミュ

ニケーション手段を用いた教育実践が，一つは一

般学校の統合状況で，一つは聾学校で開始された

ことは，すでにこうした実践の開始の機が熟しつ

つあったことが推測される。トータル・コミュニ

ケーションという呼称（教育概念）をホルコムが

用いたことが，後のトータル・コミュニケーショ

ンの展開に大きな貢献をしたことは，疑う余地が

なく，トータル・コミュニケーションの創始は，

ホルコムの業績として高く評価されている。しか

し，メリーランド校が，実質的には1968年夏頃よ

り同様な教育実践を，聾幼児の段階で意図的に開

始していたことも，また銘記されるべきであろう。

　なぜメリーランド校が，聾学校として最初に

トータル・コミュニケーションを採用，実践する

ことに至ったのかは，大変興味深い問題である。

その直接的契機となったものとして，いつくかの

事柄が指摘できるであろう。次にこの点について

考察したい。

　第1は，Denton校長着任後の，彼の聾教育に

おけるコミ’ユニケーションに関する教育方針と，

校長としてのリーダーシィップを挙げることがで

きる。それと同時に，この計画の具体化および実

施に当っての，Kent主事らの全面的協力と献身

的な働きがあったことも見逃せない。8〕

　第2に，メリーランド校が地理的条件として，

ギャローデット大学（ワシントンD．C．），西メリー

ランド大学（教員養成で提携）に近く，いろいろ

新しい情報の揺取や研究，教育上の協力関係を保

持していくのに，有利であったことが指摘できる。

　第3として，同校の在学児の％を占める遺伝性

聾のうち，両親聾者の聾児の割合が比較的高いこ

とが指摘されている。これはメリーランド校にみ

られる特徴で，（ユ）同校がギャローデット大学に

近いこと（同大学は聾者の大学であり，またここ

に働く聾者の職員がいる）（2）ワシントンD．C．

の政府機関に働く聾者がいること，をKentは指

摘している。9）このことは，両親聾者の聾児に関

する一連の研究結果と関連して，早期よりの手指

コミュニケーションの有効性についての問題意識

を高める作用をしていた，と考えらる。

　第4として，Ottingerが言及しているように，

（1）Dentonらが，トータル・コミュニケーショ

ンの計画を練っていた時に，ちょうどトータル・

コミュニケーションの概念が発展してきたこと，

（2）言語学者，心理学者，教師，聾者自身達に

よる研究と臨床的観察（とくに，口話と手指コミュ

ニケーションの早期からの継続的使用の効果の解

明）が，Dent㎝らの考えに重要な役割を果した

ことが挙げられる。10）

　4．卜一タル・コミュニケーション採用の意

　　図
　1969年10月17日の同校の「教師研修会」におい

て，Denton校長は「専門家の良心と信念に向け

てのアピール」として，「専門家へ」と題する講

演を行ない，メリーランド聾学校が正式にトータ

ル・コミュニケーションを採用，実施したことを

公表した。同校のトータル・コミュニケーション

採用の意図はどうような点にあったのだろうか。

彼の講演からこのことを検討してみよう。川

　Dentonは，その講演の中で「我々は，聾児の

社会的，心理的発達の改善，教科学習の向上のた

めに，十分なコミュニケーション手段を用意する一

ことが不可欠である。」と述べている。このために，

幼児から卒業までを対象に，トータル・コミュニ

ケーションを開発したことを強調している。そし

て，早期からの口話と手指を用いるトータル・コ

ミュニケーションによって，杜会的，心理的発達，

言語能力の発達，知的能力の発達を意図したもの

であると述べている。つまり，メリーランド校で

は，聾児の発達にとって「明確な意味のあるコミュ

ニケーションの確立」が大前提であると考えてい

たことがわかる。

　さらに，Dentonはこのトータル・コミュニケー

ションの採用によって，実りなき「手語主義対口

話主義論争」を再燃，永続させようとしたわけで

はない。彼は，論争は，「しばしば基本的問題を

回避するか，または，誤解するかによって発生す

る」と考え，「手話主義対口話主義」，「聞こえの

世界」というような時代遅れの決まり文句で事実

を陰ぺいするのを止めよう，と主張する。12〕こ
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うしたことから，彼は，卜一タル・コミュニケー

ションを「口話対手話論争」の枠内で考えていた

のではなく，全く新しい理念，全く新しいコミュ

ニケーションの方式として主張し，実践化を図っ

ていたことがわかる。メリーランド校のトータ

ル・コミュニケーションが，理念，実践面でこう

した革新的な性格を有していたからこそ，その後

の1970年代におけるトータル・コミュニケーショ

ンの広範な普及の原点になりえたと考えられる。

　また，Dentonは，1970年夏のジョージア大学

での研修会で，メリーランド校がトータル・コ．

ミュニケーションを正式に採用した意図を，次の

ように説明している。

　「聾幼児へのトータル・コミュニケーション方

式の発展は，ごく最近まで抑圧されてきた。それ

は，主に教育の専門家が，一般的だが偏った教育

方法を守るのにエネルギーを注いできたために，

基本的問題が無視されてきたからである。（中略）

不幸にも多くの聾児の運命は，健聴者によって第

1に受け入れられ，促進された，一面的理念に，

教育プログラムが厳格に固執してきたことによっ

て左右されてきた。聾学校は，聾幼児のコミュニ

ケーション・スキルの発達と言語指導のために，

もっと有効な方法を見出さねばならないという認

識が長い間存在してきた。また，ほとんどの聾児

の学業成績のレベルが期待に反して低いことが事

実として認識され，広く受け入れられていた。こ

れらの問題の存在を認識していたことが，アメリ

カ聾学校の教育的実践において，基本的移行が生

じた大きな理由である。これらの問題に現実的に

対処しようと試みて，メリーランド校は正式に

トータル・コミュニケーションを採用した。」13）

　以上のことから，メリーランド校が，トータル・

コミュニケーションを採用した意図を，次のよう

に要約できるであろう。

　（1）　聾児の発達，学習の基盤として，明確

なコミュニケーションの成立が不可欠であると考

えた。

　（2）　聾児の心理的発達，言語能力の発達，

知的能力の発達，社会性の発達のために，トータ

ル・コミュニケーションが有効であると考えた。

　（3）　聾児の学力，学業成績のレベルアップ

のために，卜一タル・コミュニケーションが重要

な働きをすると考えた。

　（4）　従来の「口話対手話論争」の枠に捕れ

ない，新しい理念と，方法の実践化を意図した。

　5．卜一タル・コミュニケーションの定義

　メリーランド校では，トータル・コミュニケー

ションという概念を，どのように定義していたの

だろうか。Dentonは，先の「専門家へ」という

講演の中で次のように述べている。14）

　「トータル・コミュニケーションとは，言語能

力を発展させるのに役立つ，すべてのコミュニ

ケーション形式を聾児が学ぶところの権利を意味

する。これは，子どもの工夫した，ジェスチャ，

スピーチ，正式な手話，指文字，読話，読み，書

きに至る，すべての階層を含む。すべての聾児に，

最良の電子工学増幅装置を用いれば役立つであろ

う残存聴力の使用を，学ぶ機会を用意すべきであ

る。」

　このメリーランド校の定義にみられる，コミュ

ニケーション・メディアに関しては，ホルコムの

見解と基本的な相違はみられないが，トータル・

コミュニケーションは，「すべてのコミュニケー

ション形式を聾児が使うのを学ぶところの権利を

意味する」と強調した点に，メリーランド校のトー

タル・コミュニケーションに関する，理念的主張

を読み取ることができる。

　6．トータル・コミュニケーションの基本原

　　理
　メリーランド校におけるトータル・コミュニ

ケーションの基本原理は，どのようなものであっ

たか。とくに，実践の初期段階において，トータ

ル・コミュニケーションの基本原理がどのような

ものであったかを，Denton，Kentらの論文より検

討してみたい。15）

　（1）　トータル・コミュニケーションは，教

育方法というよりも，口話，手指，聴能の併用シ

ステムとみるべきであり，それは「包括的システ

ム」であって，口話主義のように「独占的システ

ム」ではないとされている。コミュニケーション

手段の選択の決定は教師よりも，むしろ子どもに

よってなされると強調されている。

　（2）　「基本的観点」からみた場合，トータル・

コミュニケーションは，むしろ理念であると考え

られている。理念が強調されており，特定の子に

対する，特定の具体的方法を示しているわけでは

ない。
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　（3）　家庭での早期からの両親と子のコミュ

ニケーション成立によって，聾児は言語を獲得す

る。意味ある対話から，言語が自然的に発達する

という考え方が重視される。これをDentonは「言

語発達の相互交渉モデル」と言っている。

　（4）　両親とコミュニケーションができない

聾児の人格は，両親とのコミュニケーションの希

薄，不確実さ，空虚さ，不毛を反映したものとな

る。子どもと両親の関係の深さは，コミュニケー

ションの手段や内容によって左右される。聾児は，

発達の全段階において，家族の人々や両親との間

での理解と信頼関係を享受する権利を有する。

　（5）　子どもは，自己実現に向って成長するが，

それは，彼が自己の存在を実感し，家族の一員と

なり，家族に何か貢献できるときに成長できる。

従って，トータル・コミュニケーションは，聾児

わ自己実現へ向う権利を肯定しようとするもので

ある。

　（6）一手話の用い方は，スビーチと同時に用

いることにより，英語のシンタックスと一致させ

ることができ，英語の文章のモデルを示すことが

できる。スピーチと手語は両立可能で，聴能，読

話，スピーチと手語は同時に用いられることによ

り，一つ一つがお互いに強化されると主張する。

Dentonは，口話，聴能，手話のうちどれか一つ

でも除去しようという理論を，支持することはで

きないと述べている。

　（7）　発達の順序性に関しては，早期に自然

なジェスチァ（ホーム・サインともいう）と正式

な手話を導入し，それを基礎に，あるいは，それ

と結合して，音声言語，指文字，文字言語へとコ

ミュニケーション能力，広ぐは言語能力を向上さ

せていくという言語発達のプロセスを考えてい

る。手話は，スピーチ，書きことばに，それぞれ

連合できることを実証している。（図1参照）ユ6）

　（8）　言語は学習されうるが教えられない。従っ

て，我々は聾児が自分白身の言語を学び，白分自

身の言語規則を発展させるのを可能にするやり方

で，環境を構造化する義務をもつ。言語学習の最

初の中心的な場は家庭にあるべき亡，学校ではな

い。両親は教師ではなく「学習の促進者」である

ことを求められると強調している。

　（9）　聾児の精神的発達にとって，トータル・

コミュニケーションは，教育的意義を有すると考

え，トータル・コミュニケーションによる宗教的

受　容　　　表現

読み 杳き

　　指文字音　読話　発騒会の地　手　諸棚　　　　　一　　ジェスチァ　萌

見せる 指さす

経　験

図1先天性聾児のコミュニケーション体系
　　　（Kent，197！）

サービス・プログラムの提供を主張している。こ

のことによって，「何か困難に出会った時，その

障害状況を克服できる道徳，精神的構え」をもっ

た子に育てることが重要であるという。

　71卜一タル・コミュニケーションの成果

　メリーランド校のトータル・コミュニケーショ

ンの実践は，聾学校においては，アメリカ最初の

ものであり，その成果は多くの聾教育者から注目

されてきた。その初期における実践の成果は，ど

のような点にみられたのかを，Denton，Kentらの

論文より，以下に要約してみる。

　（ユ）手話使用によって，聾幼児のコミュニケー

ション成立が可能となり，行動における積極的変

化と人間関係の改善がみられたとされる。トータ

ル・コミュニケーションによって，聾児は重要な

メンバーとして，家族の中に参加できる。家庭か

らの報告もたいへん肯定的である。そして，コミュ

ニケーションが確立されたとき，聾児の家庭生活

からの孤立がへり，心理的安定が増した。

　（2）　手話とスピーチの併用は，子ζもにとっ

てシンタッスク構造をより受容可能なものとす

る。つまり，模倣可能なシンタックス・モデルを

提供することができる。このことにより，子ども

たちの文法の習得が良好であることが示された。

　（3）　使用可能なシンボル・システムを獲得

した直後に，実際経験を通じて言語を生成し始め

る。

　（4）　言語経験は，±ミュニケーションを通

して貯えられる。そして，豊かな数限りない芦語

経験に基礎を置いて，読解が生じる。読解カテス

トの結果，従来に比べて成績の向上がみられた。
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Summary 

Development of Total Communication in the Education 

of the Deaf In U. S. A. (8) 

Beginning of Practice in Maryland School for the Deaf 

Shinro Kusanagi 

Total Communication arised in 1968 at Madison School, Snata Ana school district under 

supervision of Roy Holcomb. In 1967 David M. Denton became the Superintendent of Maryland 

School for the Deaf and M. S. D. adopted Total Communication in 1969. Practice of Total 

Communication in M. S. D. has greatly influenced the education of the deaf in U. S. A. and other 

countries, especially in the field of communication system for deaf children. The purpose of this 

paper is to clarify beginning of practice of Total Communication in Maryland School for the Deaf. 

The results studied are as follows; 

(1) Around 1960 M. S. D. was a typical public residential school for the deaf in U. S. A. 

(2) In 1968 M. S. D. established "Preschool and Parent Conuseling Center" which recommended 

parrents to use manual as well as oral communication method. 

(3) In 1969 M. S. D. adopted formally Total Communication and implemented it in cooparation 

with every staff. It was intended to establish the clear, meaningful, and free communication 

between deaf children and parents or teachers. 

(4) In M S D Total Communlcatron was defined as "the right of a deaf child to learn to use all 

forms of communication available to develop language competence. " 

(5) Basic principles of Total Communication were as follows: 

O Total Communication was not a exclusive system but a inclusive system. 

(~) It was the philosophy from the basic point of view rather a method of communication. 

O It would provide deaf children with " a interactional model" which could enhance 

development of children-parents relationship and deaf children's role in their families. 

~) It was possible to sign what one said with respect to English syntax. 

O It could promote the development of deaf children's spiritual lives. 

(6) Practice of Total Communication in M. S. D. resulted in the improvement of deaf children's 

mental, social, Iingual and academic development. 

Key word: total communication, maryland school for the deaf, denton, D. M., slgn oral 

method 
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